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1010月月1818日の朝、日の朝、やっぱり出ないやっぱり出ない  。。

この一週間、この一週間、軟便常習のわたしがあ軟便常習のわたしがあ

りえないような便秘になり、りえないような便秘になり、この二この二

日ばかりはどんなにいきんでもまっ日ばかりはどんなにいきんでもまっ

たく出なくなっていました。たく出なくなっていました。そこでそこで

昨夜、昨夜、生まれてはじめて市販の便秘生まれてはじめて市販の便秘

薬を飲んで寝たのです。薬を飲んで寝たのです。朝食のあと朝食のあと

にいつものようにトイレに行きますにいつものようにトイレに行きます

が、が、やはりきばってもわずかな便しやはりきばってもわずかな便し

か出ません。か出ません。不快感はまったく解消不快感はまったく解消

されませんでした。されませんでした。1818日は朝から珍日は朝から珍

しく予約の患者さんがつながっていしく予約の患者さんがつながってい

て、て、午前中には医者にはいけそうに午前中には医者にはいけそうに

ありません。ありません。午後にも２時に予約が午後にも２時に予約が

入っていて、入っていて、これからも予約が入るこれからも予約が入る

かもしれません。かもしれません。

朝食を食べながら、朝食を食べながら、どうしたもんかどうしたもんか

考えていたのですが、考えていたのですが、心がなにかに心がなにかに

つきうごかされ、つきうごかされ、二人の患者さん二人の患者さん

にキャンセルの電話をかける気持ちにキャンセルの電話をかける気持ち

になってきました。になってきました。どう考えても、どう考えても、

この便秘は異常です。この便秘は異常です。便秘に気付い便秘に気付い

たときから、たときから、がんかもしれないといがんかもしれないとい

う思いが心の隅でしだいに成長してう思いが心の隅でしだいに成長して

いるのを感じていました。いるのを感じていました。二人の患二人の患

者さんには体調がすぐれないので予者さんには体調がすぐれないので予

約をキャンセルさせて欲しいと伝え約をキャンセルさせて欲しいと伝え

ました。ました。患者さんからは異口同音で患者さんからは異口同音で

気遣いの言葉をいただき、気遣いの言葉をいただき、恐縮と恥恐縮と恥

ずかしさの混ざった気持ちになりまずかしさの混ざった気持ちになりま

した。した。しかし、しかし、肩から少し力がぬけ肩から少し力がぬけ

た感じもしました。た感じもしました。朝１番の患者さ朝１番の患者さ

んの治療を終えたら以前、んの治療を終えたら以前、私たち家私たち家

族がお世話になったＩクリニックに族がお世話になったＩクリニックに

いくことを決めていました。いくことを決めていました。このこのII

クリニックの先生は出身の医科大学クリニックの先生は出身の医科大学

と連携を密にしていて、と連携を密にしていて、いざといういざという

時、時、頼りになると思ったからです。頼りになると思ったからです。

というのも、というのも、今から７年前、今から７年前、お袋がお袋が

右の乳房になにか触れるとわたしの右の乳房になにか触れるとわたしの

ところに来たことがありました。ところに来たことがありました。触触

診すると、診すると、明らかに右乳房の７時の明らかに右乳房の７時の

方向に乳癌の疑いのあるシコリを感方向に乳癌の疑いのあるシコリを感

じました。じました。その時、その時、お袋の行きつけお袋の行きつけ

の医院ではなく、の医院ではなく、Ｉクリニックを強Ｉクリニックを強

く勧めたのです。く勧めたのです。予想どおり、予想どおり、じつじつ

に迅速に対応して大学病院に送ってに迅速に対応して大学病院に送って

くれました。くれました。やはり乳がんでしたやはり乳がんでした

が、が、手術もうまくいって、手術もうまくいって、順調に退順調に退

院することができたのです。院することができたのです。もちろもちろ

ん母は現在も健在です。ん母は現在も健在です。ところで、ところで、

わたしは３年前、わたしは３年前、商店街のなかに商店街のなかに

あった実家の土地に、あった実家の土地に、住宅兼治療院住宅兼治療院

を建てて引越したため、を建てて引越したため、商店街の中商店街の中

の別の医院を利用するようになっての別の医院を利用するようになって

いました。いました。ですからＩクリニックにですからＩクリニックに

は無沙汰をしていたのです。は無沙汰をしていたのです。しかしか

し、し、II先生はいつもの穏やかな笑顔先生はいつもの穏やかな笑顔

で、で、まるで旧知の人に会ったようにまるで旧知の人に会ったように

迎えてくれました。迎えてくれました。Ｉ先生は一通りＩ先生は一通り

お腹を診察して、お腹を診察して、お腹もやわらかだお腹もやわらかだ

から、から、下剤をだして２、下剤をだして２、３日様子を３日様子を

みましょうかといわれたのです。みましょうかといわれたのです。わわ

たしとしては不安も大きくなっておたしとしては不安も大きくなってお

り、り、今年今年6060才だし、才だし、詳しい検査をし詳しい検査をし

て欲しいと率直に頼みました。て欲しいと率直に頼みました。するする

と、と、嫌な顔一つもみせないで、嫌な顔一つもみせないで、うちうち

は設備がないからと言いながら、は設備がないからと言いながら、机机

の書類の束をひっくりかえし、の書類の束をひっくりかえし、連絡連絡

名簿のようなものをみていました。名簿のようなものをみていました。

そしてそして「タイミングがよかった。「タイミングがよかった。ここ

こから近くのＯ病院知ってますか。こから近くのＯ病院知ってますか。



1313FIND 2008FIND 2008年年11月号№月号№191191

Ｓ大学病院の系列の病院で、Ｓ大学病院の系列の病院で、午前中午前中

は今日の木曜日と月２回の土曜日だは今日の木曜日と月２回の土曜日だ

け外来をやってる先生が、け外来をやってる先生が、腸のすご腸のすご

いエキスパートでぼくの昔の同僚だいエキスパートでぼくの昔の同僚だ

から、から、いまから連絡してあげる。」いまから連絡してあげる。」とと

電話してくれたのです。電話してくれたのです。わたしの名わたしの名

前と年齢を伝え、前と年齢を伝え、簡単に症状を説明簡単に症状を説明

して診察と検査をたのんでくれましして診察と検査をたのんでくれまし

た。た。「Ｋ先生と言いますから、「Ｋ先生と言いますから、よろしよろし

くね。」くね。」そしてメモ用紙に先生の名そしてメモ用紙に先生の名

前だけを書いて、前だけを書いて、紹介状のかわりに紹介状のかわりに

これを受付に出してくださいと笑顔これを受付に出してくださいと笑顔

でおくりだしてくれました。でおくりだしてくれました。病院に病院に

向かう道すがら、向かう道すがら、ふっと気になりまふっと気になりま

した。した。Ｋ先生の名前に聞き覚えがＫ先生の名前に聞き覚えが

あったからです。あったからです。受付で申し込み用受付で申し込み用

紙などを書いてから、紙などを書いてから、小１時間ほど小１時間ほど

して名前を呼ばれました。して名前を呼ばれました。診察室の診察室の

ドアをあけると。ドアをあけると。開口１番開口１番「やっぱ「やっぱ

り○○さんでしたか」り○○さんでしたか」と、と、見覚えの見覚えの

ある笑顔がむかえてくれました。ある笑顔がむかえてくれました。なな

んという偶然、んという偶然、Ｋ先生は以前住んでＫ先生は以前住んで

いたマンションのお隣りさんだったいたマンションのお隣りさんだった

のです。のです。年もはなれていたし、年もはなれていたし、最初最初

は挨拶をかわすくらいのご近所つきは挨拶をかわすくらいのご近所つき

あいでした。あいでした。けれど、けれど、とっても感じとっても感じ

の良い若いご夫婦で、の良い若いご夫婦で、良い隣人だと良い隣人だと

かみさんとも話していたものです。かみさんとも話していたものです。

まもなく男の子が生まれて、まもなく男の子が生まれて、私たち私たち

もその成長をほほえましく眺めていもその成長をほほえましく眺めてい

ました。ました。あるときそのマンションがあるときそのマンションが

別のオーナーになり、別のオーナーになり、一方的に家賃一方的に家賃

の値上げと不利な条件の契約書を送の値上げと不利な条件の契約書を送

付してきたことがありました。付してきたことがありました。私た私た

ちは、ちは、そんな条件などはなから拒否そんな条件などはなから拒否

するつもりでしたが、するつもりでしたが、ＫさんはこのＫさんはこの

マンションの住人にみんなで交渉しマンションの住人にみんなで交渉し

ましょうと呼びかけました。ましょうと呼びかけました。ＫさんＫさん

たちと私たち家族が中心になり、たちと私たち家族が中心になり、全全

世帯の８割を説得して、世帯の８割を説得して、値上げ拒否値上げ拒否

の文書を連名で新オーナーに渡しまの文書を連名で新オーナーに渡しま

した。した。結局、結局、実にあっさりと撤回さ実にあっさりと撤回さ

せることができました。せることができました。そういういそういうい

きさつがあって親近感も深まり、きさつがあって親近感も深まり、そそ

のとき以来、のとき以来、正義感の強い爽やかな正義感の強い爽やかな

好青年だという印象が加わりまし好青年だという印象が加わりまし

た。た。お子さんも大きくなり、お子さんも大きくなり、わたしわたし

たちより先に引越してマンションをたちより先に引越してマンションを

出られましたが、出られましたが、５年くらいは隣人５年くらいは隣人

だったのです。だったのです。Ｋさんが医師らしいＫさんが医師らしい

ということは、ということは、なんとかく分かってなんとかく分かって

はいましたがそれ以上知ることはあはいましたがそれ以上知ることはあ

りませんでした。りませんでした。ところが、ところが、７年前７年前

お袋の乳がんのときにＳ大学病院でお袋の乳がんのときにＳ大学病院で

偶然廊下でＫ医師にお会いしまし偶然廊下でＫ医師にお会いしまし

た。た。その後お袋にもそれとなく声をその後お袋にもそれとなく声を

かけてくれたりと他科にもかかわらかけてくれたりと他科にもかかわら

ず親切にしていただいていたのでず親切にしていただいていたので

す。す。それから７年、それから７年、診察室で患者と診察室で患者と

して再会したこの時、して再会したこの時、直感的に、直感的に、ＫＫ

先生にこの先お世話になると覚悟し先生にこの先お世話になると覚悟し

たのでした。たのでした。わたしは運命論者ではわたしは運命論者では

ないけれど、ないけれど、なにかしら運命的な出なにかしら運命的な出

会いであることが確信されました。会いであることが確信されました。

直ぐに血液検査、直ぐに血液検査、尿検査、尿検査、レントゲレントゲ

ン、ン、  造影剤、造影剤、ＣＴと矢継ぎ早やに検ＣＴと矢継ぎ早やに検

査され、査され、緊急入院となったのです。緊急入院となったのです。

Ｓ状結腸に狭窄があることがわかりＳ状結腸に狭窄があることがわかり

ました。ました。すぐに点滴が開始され、すぐに点滴が開始され、いい

きなり患者になりました。きなり患者になりました。普段正常普段正常

な血圧がな血圧が150150とと100100とかなり高く、とかなり高く、ここ

の事態に頭は冷静のつもりでも、の事態に頭は冷静のつもりでも、身身

体は強く反応しているのがわかりま体は強く反応しているのがわかりま

した。した。この半日、この半日、あれれあれれ、あれれあれれ、ああ

れあらよ、れあらよ、の展開でした。の展開でした。しばらくしばらく

は闘病ライブを緊急掲載します。は闘病ライブを緊急掲載します。


